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貸出金科目別残高  （単位　百万円）

中間期末残高

種　　類
平成19年度中間期（平成19年9月30日現在） 平成20年度中間期（平成20年9月30日現在）

合計 国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門

手形貸付 70,413 70,413 ─ 57,827 57,827 ─

証書貸付 622,940 622,940 ─ 658,056 658,056 ─

当座貸越 90,600 90,600 ─ 89,798 89,798 ─

割引手形 25,324 25,324 ─ 19,368 19,368 ─

合　計 809,277 809,277 ─ 825,051 825,051 ─

平均残高

種　　類
平成19年度中間期 平成20年度中間期

合計 国内業務部門 国際業務部門 合計 国内業務部門 国際業務部門

手形貸付 65,815 65,815 ─ 55,247 55,247 ─

証書貸付 616,210 616,210 ─ 639,940 639,940 ─

当座貸越 69,601 69,601 ─ 71,569 71,569 ─

割引手形 22,619 22,619 ─ 19,248 19,248 ─

合　計 774,247 774,247 ─ 786,005 786,005 ─

貸出金の残存期間別残高  （単位　百万円）

平成19年度中間期（平成19年9月30日現在）

種　　類 1年以下 1年超
3年以下

3年超
5年以下

5年超
7年以下 7年超 期間の定めの

ないもの 合計

貸出金 122,254 67,097 101,287 64,459 371,378 82,800 809,277

うち変動金利 27,006 59,259 31,661 187,885 48,964

うち固定金利 40,091 42,027 32,798 183,492 33,836

融資業務（単体）

貸出金の担保別内訳  （単位　百万円）

種　　類 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

有価証券 3,097 2,356

債権 1,070 1,107

商品 ― ─

不動産 342,289 336,913

その他 40,890 40,066

小計 387,347 380,443

保証 286,391 283,905

信用 135,538 160,702

合　計 809,277 825,051

支払承諾見返額の担保別内訳  （単位　百万円）

種　　類 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

有価証券 104 79

債権 ― ─

商品 ― ─

不動産 2,114 1,939

その他 425 490

小計 2,644 2,509

保証 872 650

信用 661 459

合　計 4,179 3,620

平成20年度中間期（平成20年9月30日現在）

種　　類 1年以下 1年超
3年以下

3年超
5年以下

5年超
7年以下 7年超 期間の定めの

ないもの 合計

貸出金 109,884 67,671 110,899 70,933 385,101 80,561 825,051

うち変動金利 31,870 47,414 28,924 174,150 48,105

うち固定金利 35,801 63,484 42,008 210,950 32,456

（注）残存期間1年以下の貸出金については、変動金利・固定金利の区別をしておりません。
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業種別貸出状況  （単位　百万円、％）

業種別
平成19年度中間期

（平成19年9月30日現在）
平成20年度中間期

（平成20年9月30日現在）

貸出金残高 構成比 貸出金残高 構成比

国内店分
（除く特別国際金融取引勘定分） 809,277 100.00 825,051 100.00

製造業 91,124 11.26 88,669 10.75

農業 4,120 0.51 4,356 0.53

林業 141 0.02 141 0.02

漁業 328 0.04 349 0.04

鉱業 4,085 0.51 3,098 0.38

建設業 82,979 10.25 76,347 9.25

電気・ガス・熱供給・水道業 638 0.08 873 0.11

情報通信業 3,355 0.41 3,363 0.41

運輸業 16,604 2.05 16,365 1.98

卸売・小売業 82,608 10.21 81,507 9.88

金融・保険業 6,469 0.80 9,340 1.13

不動産業 75,217 9.29 71,817 8.70

各種サービス業 110,138 13.61 109,970 13.33

地方公共団体 55,755 6.89 77,079 9.34

その他 275,710 34.07 281,770 34.15

（注） 海外店分及び特別国際金融取引勘定分は該当ありません。

中小企業等に対する貸出金  （単位　件、百万円、％）

区　分 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

件数
（総件数に占める割合）

76,367
（99.81）

73,775
（99.80）

残高
（総貸出に占める割合）

715,508
（88.41）

700,038
（84.85）

（注）  中小企業等とは、資本金3億円（ただし、卸売業は1億円、小売業、サービス業
は5千万円）以下の会社又は常用する従業員が300人（ただし、卸売業は100人、
小売業は50人、サービス業は100人）以下の会社及び個人であります。

預貸率  （単位　％）

種　類

平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

国内業務
部門

国際業務
部門 合計 国内業務

部門
国際業務
部門 合計

中間期末 70.14 ─ 69.97 70.57 ─ 70.40

期中平均 70.46 ─ 70.32 70.23 ─ 70.07

貸出金使途別内訳  （単位　百万円、％）

区　分
平成19年度中間期

（平成19年9月30日現在）
平成20年度中間期

（平成20年9月30日現在）

貸出金残高 構成比 貸出金残高 構成比

設備資金 397,822 49.16 407,932 49.44

運転資金 411,455 50.84 417,119 50.56

合　計 809,277 100.00 825,051 100.00

特定海外債権残高
該当ありません。

1店舗当たり貸出金残高  （単位　百万円）

種　類 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

貸出金 11,561 11,786

（注）  計算の基礎となる従業員数は期中平均人員で計算しております。なお、従業員
数には本部人員を含んでおります。

従業員1人当たり貸出金残高  （単位　百万円）

種　類 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

貸出金 816 821
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■ 金融再生法による開示債権（単体）  （単位　百万円）

項　目 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在） 増　減

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,549 10,843 294

破綻先債権 1,837 2,526 689

実質破綻先債権 8,712 8,317 △ 395

危険債権 16,432 19,539 3,107

要管理債権 4,060 4,493 433

小　計  （A） 31,042 34,876 3,834

正常債権 792,474 803,816 11,342

合　計  （B） 823,517 838,693 15,176

不良債権比率 （A）
（B） 3.77% 4.16% 0.39%

■ 保全の状況（単体）（平成20年9月30日現在）  （単位　百万円、％）

項　目 債権額
①

担保等による保全額
②

貸倒引当金
③

保全額
④＝②＋③

保全率
④÷①

（₁）破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,843 7,680 3,163 10,843 100.00

破綻先債権 2,526 1,539 987 2,526 100.00

実質破綻先債権 8,317 6,141 2,175 8,317 100.00

（₂）危険債権 19,539 14,566 2,781 17,348 88.79

（₃）小　計（₁）＋（₂） 30,383 22,247 5,945 28,192 92.79

（₄）要管理債権 4,493 1,389 903 2,293 51.03

（₅）小　計（₃）＋（₄） 34,876 23,637 6,848 30,485 87.41

（₆）正常債権 803,816

（₇）合　計（₅）＋（₆） 838,693

■ 償却・引当基準と引当状況
自己査定債務者区分 金融再生法区分 償却・引当方針

破綻先 破産更生債権及び
これらに準ずる債権 担保・保証等により保全のない部分に対し、100%を償却・引当

実質破綻先

破綻懸念先 危険債権
担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に基づき、今後3年間
の予想損失額を引当

要注意先

要管理先 要管理債権
担保・保証等により保全のない部分に対し、過去の貸倒実績率に基づき、今後3年間
の予想損失額を引当

その他の
要注意先 正常債権

一般先 貸倒実績率に基づき、今後1年間の予想損失額を引当

DDS先
市場価格のない株式の評価方法に準じた方法や当該債務者に対する金銭債権全体につ
いて、優先・劣後の関係を考慮せずに算定された予想損失率を用いる方法等により算
出した予想損失額を引当

正常先 貸倒実績率に基づき、今後1年間の予想損失額を引当

用
語
解
説

◦破産更生債権及びこれらに準ずる債権
……… 破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準

ずる債権
◦危険債権……… 債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取

りができない可能性の高い債権
◦要管理債権……3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権
◦正常債権………債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、上記以外のものに区分される債権
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■ 銀行法によるリスク管理債権
〈単体〉  （単位　百万円）

項　目 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在） 増　減

破綻先債権額 1,826 2,513 687

延滞債権額 25,034 27,754 2,720

3ヵ月以上延滞債権額 320 334 14

貸出条件緩和債権額 3,739 4,159 420

合　計  （A） 30,920 34,761 3,841

貸出金に占める割合 3.82% 4.21% 0.39%

貸倒引当金  （B） 11,011 10,360 △ 651

引当率  （B）
（A） 35.61% 29.80% △ 5.81%

〈連結〉  （単位　百万円）

項　目 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在） 増　減

破綻先債権額 1,872 2,572 700

延滞債権額 25,076 27,805 2,729

3ヵ月以上延滞債権額 322 340 18

貸出条件緩和債権額 3,742 4,161 419

合　計  （A） 31,013 34,880 3,867

貸出金に占める割合 3.83% 4.23% 0.40%

貸倒引当金  （B） 11,362 10,691 △ 671

引当率  （B）
（A） 36.64% 30.65% △ 5.99%

■ 業種別リスク管理債権・業種別リスク管理債権の貸出残高比（単体）  （単位　百万円、％）

業種別
平成19年度中間期

（平成19年9月30日現在）
平成20年度中間期

（平成20年9月30日現在）

債権額 貸出金残高比率 債権額 貸出金残高比率

国内店分
（除く特別国際金融取引勘定分） 30,920 3.82 34,761 4.21

製造業 5,072 0.63 4,967 0.60

農業 48 0.01 87 0.01

林業 12 0.00 10 0.00

漁業 12 0.00 12 0.00

鉱業 262 0.03 397 0.05

建設業 6,178 0.76 7,201 0.87

電気・ガス・熱供給・水道業 ─ ─ ― ―

情報通信業 106 0.01 269 0.03

運輸業 957 0.12 1,394 0.17

卸売・小売業 4,576 0.57 4,978 0.60

金融・保険業 ─ ─ 3 0.00

不動産業 2,914 0.36 3,028 0.37

各種サービス業 6,275 0.78 7,649 0.93

地方公共団体 ─ ─ ― ―

その他 4,502 0.56 4,761 0.58

用

語

解

説

◦破綻先債権……………… 元本または利息の取立てまたは弁済の見込みがないものとして未収利息を計上しなかった貸出金（未収利息不計上貸出
金）のうち、会社更生法等の法的手続きがとられている債務者や手形交換所において取引停止処分を受けた債務者に対
する貸出金

◦延滞債権………………… 未収利息不計上貸出金のうち、破綻先債権及び債務者の経営再建または支援を図ることを目的として利息の支払を猶予
した貸出金以外の貸出金

◦3ヵ月以上延滞債権…… 元本または利息の支払が約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延している貸出金で、破綻先債権、延滞債権に該当しないもの
◦貸出条件緩和債権……… 債務者の経営再建または支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本の返済猶予、債権放棄その

他の債務者に有利となる取決めを行った貸出金で、破綻先債権、延滞債権、3ヵ月以上延滞債権に該当しないもの
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■ 不良債権の処理状況  （単位　百万円）

区　分 平成19年度
中間期

平成20年度
中間期 増減額

不良債権処理額 302 1,385 1,083

貸出金償却 273 321 48

個別貸倒引当金繰入額 ― 1,031 1,031

債権等売却損 29 32 3

■ 自己査定・保全の状況と開示債権（単体）（平成20年9月30日現在） （単位　百万円）

自己査定と保全の状況 金融再生法開示債権 リスク管理債権

債務者区分 残　高 保全額 引当金 保全率 区　分 残　高 区　分 残　高

破綻先 2,526 1,539 987 100.00%
破産更生等債権 10,843

破綻先債権 2,513
実質破綻先 8,317 6,141 2,175 100.00%

延滞債権 27,754
破綻懸念先 19,539 14,566 2,781 88.78% 危険債権 19,539

要
注
意
先

 うち（要管理債権） （4,493） （1,389） （903） （51.01%） 要管理債権 4,493

3ヵ月以上
延滞債権 334

貸出条件
緩和債権 4,159

要管理先 6,565 2,893 1,068 60.33% 小　計 34,876 合　計 34,761

正常債権 803,816
その他の要注意先 118,718

正常先 683,025

合　計 838,693 合　計 838,693

■ 貸倒引当金等の状況
〈単体〉  （単位　百万円）

区　分 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成19年度
中間期中の増減

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

平成20年度
中間期中の増減

貸倒引当金 11,011 △ 1,810 10,360 △ 1,271

一般貸倒引当金 4,605 △ 1,358 4,364 △ 830

個別貸倒引当金 6,405 △ 452 5,996 △ 441

特定海外債権引当勘定 ― ― ― ―

〈連結〉  （単位　百万円）

区　分 平成19年度中間期
（平成19年9月30日現在）

平成19年度
中間期中の増減

平成20年度中間期
（平成20年9月30日現在）

平成20年度
中間期中の増減

貸倒引当金 11,362 △ 1,803 10,691 △ 1,254

一般貸倒引当金 4,740 △ 1,391 4,474 △ 849

個別貸倒引当金 6,622 △ 412 6,217 △ 404

特定海外債権引当勘定 ― ― ― ―
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